
題 初出

1 ＊ 枯草の根
1961年、江戸川乱歩賞受賞
1961年講談社

2 ＊ 三色の家 1962年講談社

3 くたびれた縄 「ミステリー」1962年6月号

4 ひきずった縄 「ミステリー」1962年7月号

5 縄の繃帯 「ミステリー」1962年8月号

6 ＊ 割れる 1962年早川書房

7 崩れた直線 「小説宝石」1969年6月号

8 虹の舞台
「週刊小説」1973年4月6日号
～6月1日号

9 軌跡は消えず 「小説現代」1983年8月号

10 王直の財宝 「小説現代」1984年5月号

＊は書き下ろし

“陶展文もの”10作といっても長編あり短編あり、初出媒体も、週刊誌あり、月刊誌あり、書き下ろしの

単行本もあります。下の「陶展文登場作品一覧」の内、執筆順で、『枯草の根』『三色の家』『割れる』

『虹の舞台』は長編で、他は短編です。『枯草の根』は、既に第43号で扱い、前号で『三色の家』と『虹の

舞台』を取り上げました。本号では、残りの作品をできるだけ多く紹介したいと思います。

書き下ろし■新聞・雑誌などに掲載せず、直接単行本として刊行されたもの。 （編集委員 橘雄三)

"陶展文もの”集合！(続) 『割れる』、「縄」三部作、『崩れた直線』『軌跡は消えず』ほか
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便宜上、「陶展文登場作品一覧」を再掲します。

『枯草の根』で登場したとき陶展文は五十歳でした。

陶展文はちょうど五十歳だが、せいぜい四十そこ

そこにしかみえない。(集英社文庫『枯草の根』 p.24)

ところで、本作品は1961年、江戸川乱歩賞を受賞

していますが、作中時間もほぼ同じ頃と思えます。

作中時間がはっきりし、陶展文のおおよその出生

年がわかるのが『三色の家』です。

神田にある中国人留学生寮の一室で、陶展文は顔

のうえに新聞紙をのせて、ひるねをしていた。昭和

八年、ながい留学生活のすえ、彼はやっと大学の法

学部を卒業した。(講談社文庫『三色の家』P.7）

作中時間は昭和八年（1933年）で、はっきりして

います。問題は出生年です。当時、通常、旧制大学

の卒業年齢は23歳でした。しかし、

陶展文は日本に留学したとき、特設科で一年間日

本語を学び、そのあと旧制高校にはいったのである。

(徳間書店『神獣の爪』「軌跡は消えず」p.229)

ということで一年遅れています。ですから、大学

を卒業したときは24歳で、逆算すると出生年は1909

年ということになります。

ただこれは、陶展文が来日までに、日本と同じよ

うな学制で教育を受けてきたという前提での話です。

1909年といえば清朝末期です。この頃に生まれ、

陝西の産で、官吏をしていた父の任地福建で育っ

た（集英社文庫『枯草の根』p.26）陶展文の学歴は、

中華民国になってからです。政権・政治制度変換期

の中国で、来日までにどんな教育を受けたのか不明

です。結論として、陶展文の出生年、並びに、中国

でどのような教育を受けたのち来日したか、はっき

りしたことはいえません。

陶展文の出生は1910年頃としておきましょう。

晩年の陶展文が登場する作品は「軌跡は消えず」

と「王直の財宝」です。

「軌跡は消えず」から引用します。

「七十になった彼は、誰からも六十にしかみえない

といわれていた」(徳間書店『神獣の爪』p.228）

“陶展文もの”最後の「王直の財宝」では、70歳

を更に越えていることになります。

陳舜臣さんは1992年、

いま書こうとすれば、八十歳の探偵ということに

なる。(徳間書店『神獣の爪』「あとがき」)

と、まだまだやる気十分だったのですが、これ以降、

“陶展文もの”が書かれることはありませんでした。

《１．「陶展文登場作品一覧」(再掲) 》

《２．作中時間並びに陶展文の出生年・年齢 》

台
湾
TV
ド
ラ
マ
『
憤
怒
的
菩
薩

(

怒
り
の
菩
薩)

』
の
一
シ
ー
ン

原
作
に
は
登
場
し
な
い
陶
展
文
が
ド

ラ
マ
で
は
主
役

《3．晩年の陶展文 》



神
戸
で
中
華

料
理
店
を
営
む

陶
展
文
は
包
丁

よ
り
も
推
理
が

き
れ
る
名
探
偵
。

そ
の
陶
の
家
の

離
れ
に
香
港
か

ら
女
客
・
林
宝
媛
が
泊
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
族
の
期
待

を
担
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
兄
が
、
数
年
前
か
ら
失

踪
、
風
の
便
り
に
日
本
に
い
る
と
聞
い
て
の
来
日
だ
っ
た
。

し
か
し
、
折
し
も
ホ
テ
ル
で
華
僑
の
実
業
家
が
殺
さ
れ
、

現
場
か
ら
逃
亡
し
た
容
疑
者
は
宿
泊
名
簿
か
ら
割
り
出
し

て
、
何
と
宝
媛
の
兄
だ
と
い
う
の
だ
が
。

『
枯
草
の
根
』
と
同
じ
こ
ろ
の
神
戸
が
主
た
る
舞
台
で

す
。
「
陶
展
文
も
の
」
共
通
の
登
場
人
物
は
略
し
ま
す
。

一
部
、
謎
解
き
の
箇
所
で
ひ
っ
く
り
返
り
も
し
ま
す
が
、

一
応
、
次
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
話
は
進
み
ま
す
。

●
林
宝
媛(

り
ん
ほ
う
え
ん)

岩
佐
商
事
香
港
支
店
の
タ

イ
ピ
ス
ト
、二
十
五
歳
。日
本
語
が
話
せ
る
。一
年
前
に
母
を

亡
く
す
。十
五
年
長
の
兄
が
い
る
。兄
は
、浙
江
大
学
在
学

中
か
ら
秀
才
の
誉
れ
高
く
、十
五
年
前
、留
学
で
ア
メ
リ
カ

へ
渡
っ
た
。し
か
し
、大
学
を
や
め
、商
売
人
に
な
る
と
の
手

紙
が
届
く
。五
年
前
か
ら
音
信
不
通
。日
本
へ
行
っ
た
と
い
う

噂
も
。一
カ
月
の
休
暇
を
取
り
、観
光
と
兄
捜
し
に
来
日
。

北
野
町
の
陶
展
文
の
家
の
離
れ
に
滞
在

●
三
浦
達
夫

岩
佐
商
事
神
戸
支
店(

東
南
ビ
ル
4
階)

の

社
員
。香
港
支
店
駐
在
時
、林
宝
媛
に
日
本
語
を
教
え
た

●
林
東
策(

り
ん
と
う
さ
く)

林
宝
媛
の
兄
。東
京
日
本

橋
の
三
電
ビ
ル
に
事
務
所
を
置
く
「
オ
リ
ン
ピ
ア
物
産
」
の

顧
問
。実
質
的
オ
ー
ナ
ー
。額
の
生
え
際
に
大
き
な
黒
子

ほ
く

ろ

●
庫
本
勝
一

「
オ
リ
ン
ピ
ア
物
産
」
の
代
表
者
。竹
内
朝

子
の
ヒ
モ

●
氏
名
不
詳

「
オ
リ
ン
ピ
ア
物
産
」
を
訪
れ
た
精
薄
児
施

設
の
基
金
募
集
員

●
竹
内
朝
子

「
オ
リ
ン
ピ
ア
物
産
」
創
立
時
の
事
務
員
、

二
十
九
歳
。名
前
だ
け
の
株
主
。林
東
策
の
女

●
富
井
明
子

夫
の
死
後
、数
年
は
旅
館
経
営
を
引
き
継

ぐ
、五
十
三
歳
。
「オ
リ
ン
ピ
ア
物
産
」の
名
前
だ
け
の
株
主

●
程
就
信

ボ
ル
ネ
オ
に
本
拠
を
お
く
南
洋
の
財
閥

●
王
同
平

神
戸
の
中
山
手
に
あ
る
四
階
建
の
大
き
な
ア

パ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
、四
十
男
。か
つ
て
、香
港
の
万
成
貿
易

公
司
に
つ
と
め
て
い
た
が
、そ
こ
を
や
め
、五
、六
年
前
、来
日
。

イ
ー
ス
タ
ン･

ホ
テ
ル
で
死
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
る

●
王
同
平
の
妻
・弘
子

二
十
歳
そ
こ
そ
こ
。ア
パ
ー
ト
の

管
理
人
、久
留
島
欣
吾
の
妹

●
久
留
島
欣
吾

王
同
平
経
営
の
ア
パ
ー
ト
の
管
理
人

●
宮
地
多
魔
子

ス
ト
リ
ッ
パ
ー
。陶
展
文
の
患
者

こ
れ
は
、
た
の
し
く
書
け
た
作
品
で
あ
る
。

こ
の
秋
は
さ
わ
や
か
で
、
私
の
か
ら
だ
の
調
子
も
よ
か
っ

た
。
故
障
と
い
え
ば
、
た
だ
指
の
さ
き
が
す
こ
し
荒
れ
た

ぐ
ら
い
で
あ
る
。

こ
の
作
品
の
構
想
を
練
り
は
じ
め
た
こ
ろ
、
外
人
登
録

の
切
り
か
え
が
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
外
国
人
は
、
三
年
に

一
度
、
登
録
を
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き

に
、
新
し
い
写
真
と
指
紋
を
と
ら
れ
る
。
神
戸
の
生
田
区

役
所
で
は
、
指
紋
用
イ
ン
キ
を
拭
く
た
め
に
、
ベ
ン
ジ
ン

を
浸
し
た
脱
脂
綿
を
く
れ
た
。
私
は
皮
膚
が
弱
い
の
で
、

ベ
ン
ジ
ン
に
負
け
て
指
さ
き
が
荒
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

原
稿
用
紙
に
む
か
う
と
、
指
の
荒
れ
も
た
い
し
て
気
に

な
ら
ず
、
仕
事
は
順
調
に
す
す
ん
だ
。
早
川
書
房
の
小
泉

太
郎
氏
が
痔
で
入
院
さ
れ
た…

。

と
ま
れ
、
十
一
月
の
は
じ
め
、
め
で
た
く
全
快
さ
れ
た

小
泉
氏
が
神
戸
に
お
い
で
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の
作
品
は

す
で
に
完
成
し
て
い
た
。
私
の
指
も
お
お
む
ね
原
状
に
復

し
て
い
て
、
お
互
い
に
こ
や
か
な
気
持
ち
で
相
見
え
、
雨

の
神
戸
を
相
合
い
傘
で
歩
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
嬉
し

い
限
り
で
あ
っ
た
。

三
宮
駅
で
小
泉
氏
と
別
れ
る
と
き
、
私
は
彼
の
さ
げ
て

い
る
カ
バ
ン
に
も
手
を
振
っ
た
。
そ
こ
に
お
さ
ま
っ
て
い

た
、
な
ご
や
か
な
心
の
所
産
で
あ
る
こ
の
作
品
に
、

心
か
ら
、
幸
多
か
れ
、
と
祈
っ
た
の
で
あ
る
。

■
陶
展
文
が
、
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
元
気
の
な
い
林
宝
媛
を

修
法
カ
原
へ
誘
う
く
だ
り
で
す
。

し

ほ移
民
斡
旋
所
の
西
側
に
、
ド
ラ
イ
ヴ
・
ウ
ェ
イ
の
登
り

口
が
あ
っ
た
。
追
谷
墓
地
へ
行
く
道
が
わ
か
れ
る
と
こ
ろ

お
い
た
に

に
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り…

。(

徳
間
文
庫
版
p.
186)
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『割れる』 キャッチコピー、登場人物ほか

徳
間
文
庫
版
表
紙
＆
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

主
な
登
場
人
物
ほ
か

ネ
タ
バ
レ
に
な
ら
な
い
程
度
に

早
川
書
房
版
『
割
れ
る
』
「
あ
と
が
き
」
よ
り
抜
粋
引
用

(

傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆)

再度山ドライヴ・ウエイ入口

トンネル入口右に

「追谷墓地➔」の案内板

（yahoo.jp/4wGui7 より）

なお、追谷墓地には陳家のお墓がある
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「崩れた直線」 キャッチコピー＆陳舜臣さんの「あとがき」 ほか

神
戸
の
六
甲
山
麓
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
の
一
室
で
、

一
人
の
若
い
男
が
殺
さ
れ
た
。
男
は
カ
メ
ラ
マ
ン
だ
っ

た
。
犯
人
が
狙
っ
て
い
た
フ
ィ
ル
ム
に
写
さ
れ
て
い

た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
？
男
が
息
の
絶
え
る
前
に
、

最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
綴
っ
た
「
シ
ズ
カ
イ
ケ
」

の
意
味
す
る
も
の
は…

…

。
拳
法
の
達
人
・
陶
展
文

の
卓
抜
の
推
理
が
さ
え
わ
た
る
！
簡
潔
な
文
体
で
、

成
熟
し
た
人
間
認
識
か
ら
、
登
場
人
物
た
ち
の
人
生

の
軌
跡
が
う
か
び
上
が
る
傑
作
サ
ス
ペ
ン
ス
。

陶
展
文
は
五
十
歳
の
男
ざ
か
り
で
、
拳
法
で
き
た

え
た
か
ら
だ
は
、
鋼
の
よ
う
に
逞
し
く
、
顔
の
ツ
ヤ

は
が
ね

た
く
ま

の
よ
さ
は
、
彼
を
年
よ
り
い
く
ら
か
若
く
み
せ
て
い

た
。
（
廣
済
堂
文
庫
『
崩
れ
た
直
線
』
P.
2
6
2

）

陶
展
文
は
五
十
歳
で
、
作
中
時
間
と
も
、
『
枯
草

の
根
』
と
同
じ
と
思
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
ん
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。
陶
展
文
の
甥

で
『
桃
源
亭
』
の
料
理
人
・
衣
笠
健
次
の
故
郷
の
髙

校
の
、
二
級
下
の
女
性
が
「
殺
さ
れ
た
若
い
男
」
に

強
請
ら
れ
て
い
た
く
だ
り
、

ゆ

す
「
月
二
万
円
。
そ
の
子
の
サ
ラ
リ
ー
、
ほ
と
ん
ど

持
っ
て
行
か
れ
よ
り
ま
す
が
な
」(

同
著
P.
3
1
4

）

と
い
う
セ
リ
フ
で
、
私(

編
集
委
員)

は
、
一
九
六

五
年
、
大
学
を
出
て
、
大
阪
道
修
町
の
製
薬
会
社
に

入
社
し
た
と
き
の
初
任
給
、
二
万
七
千
五
百
円
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

『
崩
れ
た
直
線
』
は
、
わ
か
り
に
く
い
タ
イ
ト
ル

で
す
。
文
中
、
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
陶
展
文
が
、

事
件
の
鍵
と
な
る
フ
ィ
ル
ム
及
び
焼
付
け
ら
れ
た
数

枚
の
写
真
を
見
る
く
だ
り
で
す
。

そ
れ
は
荒
涼
と
し
た
風
景
で
あ
る
。
荒
野
に
直
線

群
を
刻
み
つ
け
た
よ
う
な
、
さ
む
ざ
む
と
し
た
シ
ー

ン
な
の
だ
。
よ
く
み
る
と
そ
の
一
角
が
崩
れ
て
い
た
。

「
石
垣
だ
な
」
と
、
彼
は
呟
い
た
。
「
そ
し
て
、
崖

く
ず
れ
か…

…

」(

同
著
P.
3
0
6
）

昭
和
四
十
年
代
は
小
説
の
時
代
で
あ
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
の
は
じ

め
ま
で
は
、
全
般
に
小
説
の
時
代
と
い
え
る
し
、
ま

た
私
自
身
を
み
て
も
、
そ
の
時
期
に
最
も
多
く
書
い

た
。
す
く
な
く
と
も
短
編
小
説
は
多
産
で
あ
っ
た
。

作
品
の
質
は
、
多
産
だ
と
か
寡
作
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
テ
ー
マ
に
よ
る
。

適
当
な
形
容
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
瞬
発
力
を

要
す
る
テ
ー
マ
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
を
身
上
と
す
る
テ
ー

マ
な
ど
で
は
、
ゆ
っ
く
り
書
い
て
い
る
と
、
か
え
っ

て
質
が
落
ち
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
た
く
さ
ん
書
い
て

き
た
こ
と
に
た
い
す
る
弁
明
で
は
な
い
が
、
寡
作
が

す
べ
て
善
し
、
で
は
な
い
こ
と
を
言
い
た
い
。

本
書
に
収
め
た
諸
作
品
は
、
私
の
短
篇
多
産
時
代

の
も
の
で
あ
る
。
読
み
返
し
て
み
る
と
、
そ
の
時
に

し
か
な
か
っ
た
一
種
の
「
勢
い
」
と
い
う
も
の
が
か

ん
じ
ら
れ
る
。
作
者
に
と
っ
て
も
な
つ
か
し
い
作
品

ば
か
り
な
の
だ
。
私
が
直
木
賞
を
受
賞(

昭
和
四
十

三
年
下
半
期)

し
た
こ
ろ
、
そ
れ
ま
で
「
御
三
家
」

(

『
オ
ー
ル
読
物
』
『
小
説
新
潮
』
『
小
説
現
代
』)

と
呼
ば
れ
て
い
た
中
間
小
説
誌
が
、
一
挙
に
倍
増
し

た
。
小
学
館
か
ら
『
小
説
セ
ブ
ン
』
徳
間
書
店
か
ら

『
問
題
小
説
』
学
研
か
ら
『
小
説
エ
ー
ス
』
な
ど
が

出
て
、
作
家
は
あ
き
れ
る
ほ
ど
忙
し
く
な
っ
た
。
た

ま
に
仲
間
に
会
う
と
、
「
よ
く
働
か
さ
れ
る
な
あ
」

と
言
い
合
っ
た
も
の
だ
。

書
き
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
の
が
作
家
で
あ
れ
ば
、

酷
使
と
い
う
の
は
、
じ
つ
に
あ
り
が
た
い
援
助
で
も

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

五
十
代
の
半
ば
か
ら
、
私
は
長
編
に
力
を
い
れ
て
、

短
編
小
説
は
す
く
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
短
篇

小
説
は
書
く
で
あ
ろ
う
が
、
毎
月
、
あ
る
い
は
月
に

二
作
も
三
作
も
書
く
よ
う
な
こ
と
は
も
う
な
い
だ
ろ

う
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
書
に
収
め
た
諸
作
品
は
私

に
と
っ
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

小
説
を
読
む
こ
と
は
、
人
生
の
は
ば
を
ひ
ろ
げ
る

こ
と
で
あ
る
。
読
者
に
な
に
か
を
提
供
し
て
、
人
生

を
豊
か
に
し
て
い
た
だ
く
。
小
説
を
書
き
は
じ
め
た

と
き
か
ら
、
こ
れ
は
私
の
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
っ
た
。

発
表
し
た
作
品
は
、
一
人
で
も
多
く
の
読
者
に
読
ん

で
も
ら
い
た
い
。
だ
が
、
出
版
界
の
テ
ン
ポ
は
、
ま

す
ま
す
速
ま
り
、
読
も
う
と
思
っ
た
と
き
、
す
で
に

書
店
に
は
な
い
の
だ
。

私
の
作
品
集
を
こ
ん
な
形
で
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
つ
い
て
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

一
九
八
六
年
十
月
十
五
日

陳
舜
臣

「崩れた直線」は、文庫本70頁ほどの、中篇という分類があるとすれば中篇です。初出は『小説宝石』1969年6月

号です。手元にあるのは、廣済堂文庫『崩れた直線』(1986年)所収です。この短篇集には、「崩れた直線」を含め

計８作が収録されています。ここでは、「崩れた直線」を取り上げます。

廣
済
堂
文
庫
版
表
紙
＆
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

作
中
時
間
、そ
し
て
そ
の
時
代

廣
済
堂
文
庫
版
「
あ
と
が
き
」
よ
り
抜
粋
引
用

（
傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆
）

『
崩
れ
た
直
線
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
意
味
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「縄」三部作、及び「軌跡は消えず」 あらすじ ほか

上
掲
『
神
獣
の
爪
』

の
「
あ
と
が
き
」
で
陳

舜
臣
さ
ん
は
、
次
の
よ

う
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

「
第
二
部
の
二
篇
は
、

私
の
処
女
作
時
代
の
探

偵
役
陶
展
文
が
出
て
く

る
。
初
登
場
の
と
き
は
、

五
十
代
だ
が
四
十
代
に

し
か
み
え
な
い
と
い
う

設
定
で
あ
っ
た
。
こ
の

二
篇
で
は
七
十
を
こ
え

て
い
る
。
い
ま
書
こ
う

と
す
れ
ば
、
八
十
歳
の
探
偵
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ゆ

く
り
な
く
も
歴
史
を
意
識
さ
せ
ら
れ
た
」(

一
九
九
二
年)

「
軌
跡
は
消
え
ず
」

古
希
を
迎
え
、
陶
展
文
は
、
仕
事
は
妻
の
甥
に
任
せ
、

あ
ま
り
「
桃
源
亭
」
に
顔
を
出
さ
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
頃
、
小
児
科
医
を
し
て
い
る
学
友
の
浦
戸
宏

が
訪
ね
て
き
て
、
一
つ
の
書
類
袋
を
置
い
て
帰
る
。

袋
の
中
身
は
、
神
奈
川
県
Ｓ
市
で
個
人
病
院
を
経
営

し
、
昨
年
死
ん
だ
浦
戸
の
兄
が
遺
し
た
も
の
で
、
内
容

は
、
終
戦
の
年
の
四
月
に
起
こ
っ
た
一
つ
の
事
件
の
記

録
で
あ
っ
た
。

陶
展
文
は
、

（
こ
れ
は
ま
た
お
れ

の
詮
索
癖
が
出
て
き

せ
ん
さ
く
へ
き

そ
う
な
気
が
す
る
な
）

と
苦
笑
す
る
。

ここでは、短編４作、「縄」三部作、及び「軌跡は消えず」を簡単に紹介します。どれも、二、三十頁の短い作

品です。「王直の財宝」は本通信第43号の３頁で触れていますので省略します。

「
く
た
び
れ
た
縄
」

貿
易
商
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
神

戸
支
店
長
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
毎
年

七
月
末
の
誕
生
日
の
夜
、
社
員
と

主
だ
っ
た
取
引
客
を
招
待
し
て
、

パ
ー
テ
ィ
ー
を
ひ
ら
い
た
。

北
野
天
神
近
辺
に
あ
る
ハ
ミ
ル

ト
ン
邸
は
神
戸
市
を
一
望
に
お
さ

め
る
高
台
に
建
っ
て
い
た
。
来
客

は
い
つ
も
二
十
人
た
ら
ず
で
あ
る
。

谷
田
と
い
う
ば
あ
さ
ん
が
、
コ
ッ

ク
の
名
目
で
邸
に
つ
と
め
て
い
る

が
、
人
ま
え
に
出
す
料
理
は
安
心

し
て
ま
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
近
所
に
い
る
陶
展
文
が

依
頼
を
う
け
て
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
邸

の
台
所
に
出
張
す
る
の
で
あ
る
。

仕
事
が
終
わ
り
、
陶
展
文
が
ハ

ミ
ル
ト
ン
邸
の
使
用
人
部
屋
で
、

村
山
が
投
げ
、
王
、
長
島
が
打
つ
、

阪
神
巨
人
戦
を
ラ
ジ
オ
で
聞
い
て

い
る
と
き
、
庭
の
隅
の
松
の
木
の

下
で
、
首
に
古
い
く
た
び
れ
た
藁

縄
を
ま
き
つ
け
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
氏

の
死
体
が
見
つ
か
る
。

「
ひ
き
ず
っ
た
縄
」

陶
展
文
と
朱
漢
生
の
夕
涼
み
の

与
太
話
か
ら
、
陶
展
文
が
、
ま
だ

若
か
っ
た
頃
の
中
国
天
津
で
の
殺

人
事
件
に
話
は
飛
ぶ
。

天
津
郊
外
の
Ｌ
と
い
う
田
舎
町

の
、
そ
れ
も
町
は
ず
れ
に
劉
岳
天

と
い
う
漢
方
医
が
住
ん
で
い
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
四
十
年
輩
の
男

で
、
ど
こ
と
い
っ
て
特
長
の
な
い

生
真
面
目
な
医
者
で
あ
っ
た
。
そ

の
医
者
が
、
雪
の
降
っ
た
晩
、
広
っ

ぱ
の
松
の
木
に
白
い
縄
を
か
け
て
、

首
を
吊
っ
て
死
ん
で
い
た
。

た
ま
た
ま
友
人
を
訪
ね
て
、
そ

の
町
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
陶
展
文

は
、
劉
岳
天
自
殺
の
現
場
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
彼
の
友
人
と
い

う
の
が
、
そ
の
町
の
警
察
主
任
の

弟
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

な
お
、
タ
イ
ト
ル
の
「
ひ
き
ず
っ

た
縄
」
は
、
積
も
っ
た
雪
に
縄
を

ひ
き
ず
っ
た
ら
し
い
あ
と
が
つ
い

て
い
た
こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と

思
え
る
。

「
縄
の
繃
帯
」

ほ
う
た
い

五
十
歳
の
夏
、
陶
展
文
は
家
族

で
海
水
浴
に
瀬
戸
内
海
の
小
島
を

訪
れ
た
。
そ
ん
な
小
島
へ
、
知
り

合
い
の
生
田
署
の
刑
事
が
や
っ
て

く
る
。
や
く
ざ
の
親
分
が
三
宮
の

妾
の
家
で
刺
殺
さ
れ
た
事
件
の
容

疑
者
の
ア
リ
バ
イ
調
べ
だ
と
い
う
。

陶
展
文
と
同
じ
旅
館
に
、
同
じ

く
神
戸
か
ら
や
っ
て
来
た
一
家
が

泊
ま
っ
て
い
た
。
一
家
の
二
人
の

子
ど
も
が
、
旅
館
の
庭
の
松
の
木

に
縄
を
ぶ
ら
下
げ
て
ブ
ラ
ン
コ
遊

び
を
し
て
い
て
木
の
枝
を
折
っ
て

し
ま
う
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ブ
ラ

ン
コ
に
使
っ
た
縄
で
繃
帯
の
よ
う

に
木
の
枝
を
縛
っ
た
。
こ
の
松
の

木
の
繃
帯
が
殺
人
事
件
の
容
疑
者

の
ア
リ
バ
イ
を
崩
す
。

「
王
直
の
財
宝
」
と
「
縄
」
三
部
作

は
、集
英
社
文
庫
『
枯
草
の
根
』

に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す

徳
間
書
店
『
神
獣
の
爪
』
に
「
軌
跡
は
消
え
ず
」

と
「
王
直
の
財
宝
」
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す

あ
ら
す
じ

集英社文庫版表紙

徳間書店版表紙


